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　こんにちはみなさん。
　アメリカからやってきました。
　20年…18年ぶりに日本にやってきました。
　今回は前回訪れたときよりも驚くべきことがたくさんあります。
　まずこの素晴らしい、本当に素晴らしいレースがたくさんの人々によって支えら
れ続けられていたことです。
　また学校の先生たちの指導により、素晴らしい学生たちが多いことにも感動いた
しました。
　このレースのためにここに集まっている皆様に感謝したいと思います。
　皆さん方は“エネルギーリーダー”です。
　エネルギーリーダーのみなさん、どうぞこのレースをこれからもよろしくお願い
いたします！

Hello, everybody!
I'm from America.
I've been here almost twenty?  eighteen years ago.
and at this time, a lot of impressing belonging with me than before first time.
there is other impressing that many people work for continue this race, great great race.
I impressed  that many teachers leading there students to such great.
thank you for all together people here to this race, you are "energy leaders"
you, energy leaders, you must go continue this race!
thank you.  Richard King

20回記念によせて

アメリカ合衆国
エネルギー省

リチャード・キング

　20回記念大会と式典及び祝賀会を盛会に開催することが出来ましたことに、心

から御礼申し上げます。

　20年間、大潟村でソーラーカーレースを続けることが出来ましたことは、参加

して下さったチームのみな様、実行委員会、そしてボランティアのみな様と多くの

人に支えられてきたおかげであります。重ねて御礼申し上げます。

　太陽が昇り情熱が続く限りレースを続けて参ります。今後ともよろしくご協力を

お願いいたします。
大潟村長

髙　橋　浩　人

　20年前の夏の日の朝、秋田県と大潟村が手を組んで若手エンジニアの育成とク
リーンエネルギーの探求を掲げてレースはスタートしました。今、日本のエコカー
は世界の最先端を走っています。
　あの日みんなで見た夢が現実になったのです…
　次世代車両や省エネ技術の開発ではこれからも、ここ大潟村で育った天才エンジ
ニアたちが世界を変えるはずです。
　さぁ、次の20年に向かって孵化をまっている天才エンジニアの卵たちの為に、今
年も大潟村の空の下でみんなの熱い夏を共有しましょう…
　　　　　　これからも、そしていつまでも…

組織委員会副会長
山　本　久　博
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№ 区　　分 受　　　賞　　　者 備　　　　　　　考

1 感 謝 状 企　業 ㈱秋田銀行 取締役頭取　　　藤　原　清　悦

2 感 謝 状 企　業 東北ペプシコーラ販売㈱秋田支店 支店長　　　　　梅　村　浩　一

3 感 謝 状 企　業 秋田活版印刷㈱ 代表取締役社長　畠　山　紀　夫

4 感 謝 状 企　業 秋田中央交通㈱ 代表取締役社長　渡　邉　靖　彦

5 感 謝 状 企　業 ㈱大潟村カントリーエレベーター公社 代表取締役社長　藤　田　　　勉

6 感 謝 状 企　業 大潟村農業協同組合 代表理事組合長　小　林　　　肇

7 感 謝 状 企　業 ㈱スペースプロジェクト 代表取締役　　　成　田　　　清

8 感 謝 状 企　業 ㈱竹半 代表取締役　　　竹　屋　寿　代

9 感 謝 状 企　業 菱明三菱電機機器販売㈱ 代表取締役社長　寳　田　謙　一

10 感 謝 状 企　業 松澤電気工事㈱ 代表取締役社長　松　澤　國　彦 

11 感 謝 状 企　業 ヤマト運輸㈱大潟村センター センター長　　　近　藤　　　保

12 感 謝 状 企　業 古河電池㈱ 代表取締役社長　内　海　勝　彦

13 感 謝 状 企　業 シャープ㈱ 取締役会長　　　片　山　幹　雄

14 感 謝 状 企　業 昭和シェル石油㈱ 代表取締役社長　新　井　　　純

15 感 謝 状 企　業 エア・ウォーター㈱ 代表取締役会長　CEO・最高経営責任者
　　　　　　　　青　木　　　弘

16 感 謝 状 企　業 日本航空㈱ 代表取締役社長　植　木　義　晴

17 感 謝 状 企　業 ㈱ジーエス・ユアサコーポレーション 代表取締役社長　依　田　　　誠

18 感 謝 状 企　業 燃料電池実用化推進協議会 会長　　　　　　張　　　富士夫

19 感 謝 状 企　業 京セラ㈱ 代表取締役社長　久　芳　徹　夫

20 感 謝 状 企　業 岩谷産業㈱ 代表取締役会長兼CEO　牧　野　明　次

21 感 謝 状 企　業 愛知時計電機㈱ 代表取締役社長　鈴　木　　　登

22 感 謝 状 企　業 三菱マテリアル㈱ 取締役社長　　　矢　尾　　　宏

23 感 謝 状 個　人 ハンス・ソルストラップ

24 感 謝 状 個　人 リチャード・キング

25 感 謝 状 個　人 クリス・セルウッド

26 感 謝 状 個　人 岩　田　孝　弘

27 感 謝 状 個　人 高　橋　俊　樹 ホンダ技研工業㈱

28 感 謝 状 個　人 熊　谷　枝　折 古河電池㈱

29 感 謝 状 個　人 石　谷　　　久 全日本学生ソーラー＆
FCカーチャンピオンシップ組織委員会長

30 感 謝 状 個　人 池　上　敦　哉

31 感 謝 状 個　人 安　井　照　雄

32 感 謝 状 個　人 高　崎　隆　雄

33 感 謝 状 個　人 富　山　　　隆

WORLD GREEEN CHALLENGE 2012
第20回WSR開催記念  感謝状  受賞者名簿
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№ 区　　分 受　　　賞　　　者 備　　　　　　　考

34 感 謝 状 個　人 松　本　昌　朋

35 感 謝 状 個　人 増　渕　義　則

36 感 謝 状 個　人 北　林　鉄　美 ㈱浅間製作所

37 感 謝 状 個　人 山　脇　　　一

38 感 謝 状 個　人 林　　　洋　一 青山学院大学

39 感 謝 状 個　人 小　原　宏　之 玉川大学

40 感 謝 状 個　人 長　友　隆　男 芝浦工業大学

41 感 謝 状 個　人 牛　山　　　泉 足利工業大学

42 感 謝 状 個　人 石　山　裕　司 学校法人 若松第一高等学校

43 感 謝 状 個　人 土　田　英　夫

44 感 謝 状 個　人 佐　藤　　　治

45 感 謝 状 個　人 林　　　哲　司

46 感 謝 状 個　人 佐　藤　ひとみ

47 感 謝 状 個　人 越　前　好　文

48 感 謝 状 個　人 大日方　五　郎

49 感 謝 状 個　人 生　方　　　聡

50 感 謝 状 個　人 升　谷　昇　平

51 感 謝 状 個　人 諸　橋　磯　光

52 感 謝 状 個　人 土　方　博　生

53 感 謝 状 個　人 羽　深　　　藍

54 感 謝 状 個　人 廣　瀬　好　寿

55 感 謝 状 個　人 大　藪　弘　隆

56 感 謝 状 個　人 田　口　博　伸

57 感 謝 状 チーム ソラえもん号 ㈱小学館 ドラえもんチーム

58 感 謝 状 チーム チーム潟郎 代表　小　林　大　蔵

59 感 謝 状 チーム 鎌田ファーム 代表　鎌　田　鐵　也

60 感 謝 状 チーム チーム・ジョナサン 代表　山　本　久　博

61 感 謝 状 チーム ZDP（Zero to Darwin Project） 代表　高　橋　団　吉

62 感 謝 状 チーム 鶴岡高専ソーラーパワー研究会 代表　丹　　　省　一

63 連続表彰 チーム 再輝 代表　高　崎　千恵子

64 連続表彰 チーム 青山学院大学ソーラーカープロジェクト 代表　宮　本　祐　輔

65 連続表彰 チーム 福島高専エネルギー研究会 代表　伊　藤　　　淳

66 連続表彰 チーム 長野高専ソーラーカー研究部 代表　渡　辺　誠　一
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名誉会長／県知事　佐々木喜久治
WSR組織委員会会長／大潟村長　宮田正馗

名誉会長／財団法人新エネルギー財団会長　橋本利一
WSR組織委員会会長／秋田県知事　佐々木喜久治

1993年

1994年

出 走 車 両 数 55
総合優勝チーム名 京セラ
車 　 輌 　 名 SON  OF  SUN
車 体 サ イ ズ 6000×2000×1000
車 体 重 量 150㎏
車 　 輪 　 数 3
総周回数（34.9587㎞／１周） 32

出 走 車 両 数 70
総合優勝チーム名 HONDA  R&D
車 　 輌 　 名 HONDA  DREAM
車 体 サ イ ズ 5975×2000×1020
車 体 重 量 189㎏
車 　 輪 　 数 3
総周回数（31.256㎞／１周） 39

メインテーマ
『北緯40°新生の大地から、21世紀に向けた
クリーン・エネルギーの探求』
キャッチ・フレーズ『太陽とともだち……』
　大潟村村道を中心とした周回道路をコー
スとし、秋田陸上自衛隊第21普通科連隊、
NTT秋田、東北電力秋田営業所の協力によ
り開催された。

　大潟村ソーラースポーツラインは、総延長
31.256㎞、幅員７m、平坦な舗装、一般道と
の交差がない専用コース。
　総事業費は16億7,600万円は、全世界の課
題であるエネルギー及び地球環境問題への関
心と理解のために投じられた。

第１回

第２回

各 回 大 会 紹 介
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名誉会長／財団法人新エネルギー財団会長　橋本利一
WSR組織委員会会長／秋田県知事　佐々木喜久治

名誉会長／財団法人新エネルギー財団会長　橋本利一
WSR組織委員会会長／秋田県知事　佐々木喜久治

1995年

出 走 車 両 数 80
総合優勝チーム名 HONDA  R&D
車 輌 名 HONDA  DREAM
車 体 サ イ ズ 5975×2000×1020
車 体 重 量 156㎏
車 輪 数 3
総周回数（31.256㎞／１周） 45

　世界三大レース「ワールドソーラーチャレ
ンジ」・「サンレース」・「ワールドソーラー
カーラリーインアキタ」の持ち回りで１年に
１チームのみチャンピオンに与えられる名誉
ある賞「ソーラーワールドカップ」が創設。
記念すべき第１回大会はアキタ大会からス
タート。

第３回

1996年

出 走 車 両 数 69
総合優勝チーム名 TeamGW　
車 　 輌 　 名 GW
車 体 サ イ ズ 5990×1840×960
車 体 重 量 386㎏
車 　 輪 　 数 3
総周回数（31.256㎞／１周） 39

　日本で初の開催となる「東アジア・東南ア
ジア太陽エネルギー国際会議」が大潟村で開
催。アジア13カ国から再生可能エネルギー
技術開発の専門家が来村。講演・研究報告を
行う。

第４回
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名誉会長／財団法人新エネルギー財団会長　橋本利一
WSR組織委員会会長／秋田県知事　寺田典城

WSR組織委員会会長／秋田県知事　寺田典城1998年

出 走 車 両 数 83
総合優勝チーム名 OSU 大阪産業大学
車 輌 名 OSU model S
車 体 サ イ ズ 6000×2000×1000
車 体 重 量 155㎏
車 輪 数 3
総周回数（31.256㎞／１周） 30

　海外ではアメリカ・オーストラリア・イギ
リスから。国内では、北は北海道、南は熊本。
エントリー出走数が過去最高台数。ラリー最
終日は雨のため、４時間遅れのスタートとな
り実質21時間のラリーとなった。

第６回

1997年

出 走 車 両 数 79
総合優勝チーム名 CLUB Nakayoshi ZDP 
車 輌 名 なかよし－ぱる
車 体 サ イ ズ 5750×2000×1010
車 体 重 量 140㎏
車 輪 数 3
総周回数（31.256㎞／１周） 40

　アマチュアがローコストで参加できるよう
にと、ソーラー発電量480ワット未満の「フ
レッシュ部門」新設に24台がエントリー。
　1996年ワールドソーラーチャレンジで総
合優勝したホンダドリーム号がマーシャル
カーとしてレースをサポート。

第５回
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名誉会長／ ISF会長　ハンス・ソルストラップ、組織委員会名誉顧問／大潟村長　宮田正馗
WSR組織委員会会長／秋田大学名誉教授　能登文敏、JISC組織委員会会長／東京大学工学系研究科　石谷　久

組織委員会名誉顧問／宮田正馗、WSR組織委員会会長／秋田大学名誉教授　能登文敏
JISC組織委員会会長／東京大学工学系研究科　石谷　久2000年

出 走 車 両 数 69
総合優勝チーム名 OSU 大阪産業大学
車 輌 名 OSU model S
車 体 サ イ ズ 6000×2000×1000
車 体 重 量 155㎏
車 輪 数 3
総周回数（31.256㎞／１周） 41

　南部排水機場の工事のため、従来の進入路
は通行禁止。管理棟までは南の橋から側道
を。八郎潟方面からは堤防沿いの道路を利用
となる。
　計測システム「トランスポンダ」を導入。

第８回

1999年

出 走 車 両 数 69
総合優勝チーム名 OSU 大阪産業大学
車 輌 名 OSU model S
車 体 サ イ ズ 6000×2000×1000
車 体 重 量 155㎏
車 輪 数 3
総周回数（31.256㎞／１周） 41

　ボランティア主体の運営による大会になる。 
　次世代を担う学生たちのモノづくり・創造
性・技術力に優れた人材の育成を図り国内産
業の発展、さらには地球環境面での国際貢献
に寄与することを目的とし、全日本学生ソー
ラーカーチャンピオンシップ（J・I・S・C）
が同時開催される。

第７回
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組織委員会名誉顧問／宮田正馗、WSR組織委員会会長／秋田大学名誉教授　能登文敏
JISC組織委員会会長／東京大学工学系研究科　石谷　久

組織委員会名誉顧問／宮田正馗、WSR組織委員会会長／秋田大学名誉教授　能登文敏
JISC組織委員会会長／東京大学工学系研究科　石谷　久

2001年

出 走 車 両 数 59
総合優勝チーム名 玉川大学ソーラーチャレンジャーズ
車 輌 名 玉川ホワイトドルフィン
車 体 サ イ ズ 5000×1800×1000
車 体 重 量 215.5㎏
車 輪 数 ３
総周回数（31.256㎞／１周） 42

　入村受付日前日の豪雨のためピット内外・
コース上は洪水状態。チームの協力により
コース上の水はけ作業を行う。
　ラリーの３日間は日差しの強い晴天に恵ま
れ過充電防止対策の姿が多く見られる。
　流線型車体新車投入の玉川大学が優勝。

第９回

2002年

出 走 車 両 数 60
総合優勝チーム名 玉川大学 Solar Challengers A
車 輌 名 玉川ホワイトドルフィン
車 体 サ イ ズ 5000×1800×1000
車 体 重 量 215.5㎏
車 輪 数 ３
総周回数（31.256㎞／１周） 40

　オーストラリアの「AURORA」が参考出走。
ガリウム砒素（GaAs）のパネルは注目を集
める。
　優勝した玉川ホワイトドルフィンは2001
年優勝車とは双子車。

第10回
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組織委員会名誉顧問／宮田正馗、WSR組織委員会会長／秋田大学名誉教授　能登文敏
JISC組織委員会会長／東京大学工学系研究科　石谷　久

組織委員会名誉顧問／宮田正馗、WSR組織委員会会長／秋田大学名誉教授　能登文敏
JISC組織委員会会長／東京大学工学系研究科　石谷　久2004年

出 走 車 両 数 34
総合優勝チーム名 玉川大学ソーラーチャレンジプロジェクトA
車 輌 名 White Dolphin
車 体 サ イ ズ 5000×1800×1000
車 体 重 量 215.5㎏
車 輪 数 ３
総周回数（25㎞／１周） 49

　大会の開催主管「ＮＰＯ法人クリーン・エ
ナジー・アライアンス」が、環境大臣賞「地
球温暖化防止活動環境大臣賞」を受賞。太陽
光発電や燃料電池等の普及啓発の業績が認め
られた。

第12回

2003年

出 走 車 両 数 53
総合優勝チーム名 OSU  大阪産業大学
車 輌 名 OSU  model  S’
車 体 サ イ ズ 5000×1800×1020
車 体 重 量 140㎏
車 輪 数 ３
総周回数（25㎞／１周） 40

　北部排水機場工事により、コースが１周25
㎞に。周回距離が短くなった分、ギャラリー
には喜びの声が。ピットインが以前より短い
距離で可能なためか、搬送要請が少なくなる。
　燃料電池ジャンボリー（FC部門）新設。

第11回
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組織委員会名誉顧問／宮田正馗、WSR組織委員会会長／秋田大学名誉教授　能登文敏
JISC組織委員会会長／東京大学工学系研究科　石谷　久

組織委員会名誉顧問／宮田正馗、WSR組織委員会会長／秋田大学名誉教授　能登文敏
JISC組織委員会会長／東京大学工学系研究科　石谷　久

2005年

出 走 車 両 数 38
総合優勝チーム名 芦屋大学ソーラーカープロジェクト
車 輌 名 芦屋 Sky Ace TIGA
車 体 サ イ ズ 5000×1800×1020
車 体 重 量 138㎏
車 輪 数 ３
総周回数（25㎞／１周） 50

　F‐CELL／メルセデス・MRWAGONFCV／
スズキ・GM HYDROGEN3／GM・FCHV／
トヨタ・ＦＣＶ／ニッサン・FuelCellDowerFCX
／ホンダ。燃料電池自動車６台がデモンスト
レーション走行。
　新エネフェスタin大潟がサンルーラル大潟
で開催。

第13回

2006年

出 走 車 両 数 32
総合優勝チーム名 芦屋大学ソーラーカープロジェクト
車 輌 名 芦屋 Sky Ace TIGA
車 体 サ イ ズ 5000×1800×1020
車 体 重 量 138㎏
車 輪 数 ３
総周回数（25㎞／１周） 47

　燃料電池部門で７台エントリー。
　ラリー１日目は雲が多く後雨模様。２日目
は一部路面状況悪しも、その後の好天により
走行・周回数挽回。

第14回
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組織委員会名誉顧問／宮田正馗、WSR組織委員会会長／秋田大学名誉教授　能登文敏
JISC組織委員会会長／東京大学工学系研究科　石谷　久

組織委員会名誉顧問／宮田正馗、WSR組織委員会会長／秋田大学名誉教授　能登文敏
JISC組織委員会会長／東京大学工学系研究科　石谷　久2008年

出 走 車 両 数 30
総合優勝チーム名 芦屋大学ソーラーカープロジェクト
車 輌 名 芦屋 Sky Ace TIGA
車 体 サ イ ズ 5000×1800×1000
車 体 重 量 138㎏
車 輪 数 ３
総周回数（25㎞／１周） 45

　ラリー３日目は雨天。徐々に雨脚が強くな
り競技続行には危険と判断。15時ピットア
ウト閉鎖を10時ピットアウト閉鎖に。

第16回

2007年

出 走 車 両 数 32
総合優勝チーム名 芦屋大学ソーラーカープロジェクト
車 輌 名 芦屋 Sky Ace TIGA
車 体 サ イ ズ 5000×1800×1020
車 体 重 量 138㎏
車 輪 数 ３
総周回数（25㎞／１周） 46

　ラリー１日目終了後、本部横で意見交換会
開催。
　技術・開発について、今後の大会運営につ
いて等、沢山の建設的意見が交換された。

第15回
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組織委員会名誉顧問／宮田正馗、WSR組織委員会会長／秋田大学名誉教授　能登文敏
JISC組織委員会会長／東京大学工学系研究科　石谷　久

組織委員会名誉顧問／宮田正馗、WSR組織委員会会長／秋田大学名誉教授　能登文敏
JISC組織委員会会長／東京大学工学系研究科　石谷　久

2009年

出 走 車 両 数 21
総合優勝チーム名 玉川大学ソーラーチャレンジプロジェクトB
車 輌 名 オンディーヌ
車 体 サ イ ズ 3999×1500×1050
車 体 重 量 220㎏
車 輪 数 ３
総周回数（25㎞／１周） 45

　ハイブリッドソーラーカーが総合優勝を飾る。
　ラリー前日、大潟村・大潟村観光物産振興
公社共催のＷＳＲ・ＪＩＳＦＣ交流バーベキュー
パーティが本部前にて開催される。

第17回

2010年

出 走 車 両 数 21
総合優勝チーム名 玉川大学ソーラーハイドロジェンチーム
車 輌 名 Ondine
車 体 サ イ ズ 4000×1500×1050
車 体 重 量 220㎏
車 輪 数 3
総周回数（25㎞／１周） 33

　前年に引き続きＷＳＲ・ＪＩＳＦＣ交流バー
ベキューパーティが本部前にて開催される。
　初日のスタート順を決めるタイムトライア
ルは今大会をもって終了となる。

第18回
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組織委員会名誉顧問／宮田正馗、WSR組織委員会会長／大潟村長　髙橋浩人
JISC組織委員会会長／東京大学工学系研究科　石谷　久

組織委員会名誉顧問／宮田正馗、WSR組織委員会会長／大潟村長　髙橋浩人
JISC組織委員会会長／東京大学工学系研究科　石谷　久

2011年

出 走 車 両 数 15
総合優勝チーム名 玉川大学ソーラーハイドロジェンA
車 輌 名 オンディーヌ
車 体 サ イ ズ 4000×1500×1050
車 体 重 量 220㎏
車 輪 数 ３
総周回数（25㎞／１周） 41

　東日本大震災の影響で参加台数減。
　今大会から初日のスタート順は自己申告の
周回予定タイムにより決定。
　周回予定タイムと１周目のタイムの誤差に
よる「タイムチャレンジ賞」新設。
　また、今大会からＷＳＲとＪＩＳＦＣの諸規
則が統合「ワールド・グリーン・チャレンジ」

（Ｗ・Ｇ・Ｃ）と大会名も統一された。

第19回

2012年

出 走 車 両 数 18
総合優勝チーム名 玉川大学ソーラーハイドロジェンA
車 輌 名 オンディーヌ
車 体 サ イ ズ 4000×1500×1050
車 体 重 量 220㎏
車 輪 数 ３
総周回数（25㎞／１周） 37

　20回記念大会特別企画として「グリーン
ラリー」と「クラシックソーラー部門」設置。 
　記念祝賀会をホテルサンルーラル大潟にて
開催。これまで功績のあった個人・団体に表
彰状、感謝状を贈呈。

第20回
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各 回 公 式 成 績
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㈲アークス
㈱アートシステム
㈱アールディエス
あいおい損害保険㈱秋田支店
㈱アイセス
愛知時計電機㈱
ＩＢＭ
㈱青木建設東北支店
秋印秋田中央青果㈱
秋田朝日放送
秋田海陸運送㈱
秋田活版印刷㈱
秋田銀行
㈱秋田クボタ
秋田県トヨタ会
秋田県
秋田県アパレル産業振興協議会
㈶秋田県分析科学センター
秋田県外材荷受協同組合
㈳秋田県管工事設備協会
㈳秋田県観光連盟
㈳秋田県機械金属工業会
秋田県企業局
秋田県技能士会連合会
秋田県教育委員会
秋田県橋梁協会
秋田県漁業協同組合連合会
秋田県漁船保険組合
㈳秋田県建設技術センター
秋田県建設技能組合連合会
秋田県建設業協会
㈶秋田県建築住宅センター
秋田県コンクリート製品協同組合
秋田県自然エネルギー開発協会
秋田県市長会
秋田県住宅供給公社
秋田県主食集荷商業協同組合
秋田県商工会議所連合会
㈳秋田県商工会青年部連合会
秋田県商工会連合会
秋田県職業能力開発協会
秋田県生命保険協会
㈳秋田県造園協会
㈳秋田県測量設計業協会
㈳秋田県畜産会館
秋田県畜産農業協同組合連合会
秋田県中小企業団体中央会
秋田県町村会
㈳秋田県電業協会
秋田県電子工業振興協議会
秋田県土地開発公社
秋田県土地改良事業設計業者協会
秋田県土地改良建設協議会
秋田県土地改良事業団体連合会
秋田県土地区画整理協会
秋田県農業共済組合連合会
㈳秋田県林業コンサルタント
㈱秋田魁新報社
秋田十條緑化㈱
秋田酒類製造㈱
秋田商工会議所

㈳秋田青年会議所
秋田精錬㈱
秋田ゼロックス㈱
秋田中央交通㈱
秋田中央土地改良建設業協会
㈶秋田テクノポリス開発機構
㈱秋田ト一屋
秋田土建㈱
秋田トラベルエージェンシー㈱
秋田日産自動車
秋田ミサワホーム
秋田リコー㈱
アコム
朝日火災海上保険㈱秋田営業所
㈱朝日新聞社秋田支店
朝日新聞秋田支局
㈱浅間製作所
㈱アシスト
㈱阿部修一設計事務所
アメニティ設計㈱
アルキャン・アジア・リミテッド日本支社
㈲池田珍味店
㈱ヰセキ東北秋田支社
㈱イトウ
㈱イトウ洋行
岩崎電気㈱秋田営業所
Iwatani
㈱岩手銀行秋田支店
羽後日産モーター
運輸省
エア・ウォーター㈱
ＡＡＢ秋田朝日放送
ＡＫＴ秋田テレビ
ＡＢＳ秋田放送
エコシステム秋田㈱
エスケイエンジニアリング㈱
ＮＥＣ日本電気㈱秋田支店
NHK秋田放送局
㈱エヌエフ回路設計ブロック
ＮＴＴ秋田
ＮＴＴ男鹿営業所
㈱荏原製作所
㈱エフエム秋田
㈱エム・エス・ケイ
㈱大潟村カントリーエレベーター公社
大潟村
大潟村教育委員会
大潟村建設業協会
大潟村写真クラブ
大潟村シルバー人材センター
大高建設㈱
大塚商店
大塚製薬
㈱大林組東北支店
大曲市商工会
大森建設㈱
岡崎製氷㈱
男鹿桜島荘
男鹿水族館
男鹿清掃興業㈱
男鹿荘

㈱岡村製作所
㈱岡村製作所秋田支店
小川テント㈱
沖電気工業㈱
㈱奥村組仙台支店
カーグラフィック
科学技術庁
鹿島道路㈱
KAJIMA　ROAD
㈱加藤組
㈱加藤建設
加藤造園
㈲金圓
㈱カネヒコ
環境秋田県民フォーラム
環境庁
㈱北日本銀行秋田支店
共栄火災海上保険（相）東北第２支店
京セラ㈱
協同組合秋田卸センター
㈱草階建築創作所
㈱クボタ建設
熊谷組
㈱熊谷組東北支店
㈱くらや
㈱グランドパレス川端
㈱栗原組
㈱栗本鐵工所東北支店
㈱ケミックス
興亜火災海上保険㈱秋田支店
国際ソーラーカー連盟
国際ソロプチミスト秋田
互幸設備工業㈱
サークルＫ
再輝
佐伯建設工業㈱秋田営業所
さきがけスポーツ
サッポロビール㈱東北支社㈱河周
サントリーフーズ㈱
㈲三祐コンサルタンツ仙台支店
三洋ソーラーインダストリーズ㈱
ZIAS PRODUCTS
ＧＲＰ㈱
㈱シー・コーレンス
ＪＲ東日本秋田支社
ＪＡグループ秋田
ＪＡあきた経済連
ＪＡ大潟村
ＪＴ日本たばこ産業㈱
㈱七十七銀行秋田支店
自治省
㈱清水組
清水建設㈱東北支店
㈱紫紋
シャープ㈱
昭和コンクリート工業㈱秋田営業所
昭和シェル石油㈱
新神戸電機㈱
新日本証券㈱秋田支店
SWISSAIR
㈱菅与組

応援してくださった皆様後援 協賛 協力
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みなさまのおかげで開催できました。ありがとうございます。

㈱鈴木工務所
鈴成建設㈱
㈱ステラ
㈱スペースプロジェクト
住友海上火災保険㈱秋田支店
住友商事㈱
住友商事㈱スミトランス・ジャパン
㈳全国特定法面保護協会秋田支部
セントラル硝子㈱
全日空
㈲創芸
㈱創研コンサルタント
創和技術㈱
㈱第一勧業銀行秋田支店
第一ツーリスト
大東京火災海上保険㈱秋田支店
大同ほくさん㈱
大都工業㈱東北支店
㈱ダイヤコンサルタント秋田営業所
㈱大雄建設
太陽光発電懇話会
大和證券㈱秋田支店
㈱高木硝子
高吉建設㈱
㈱タカヤナギ
㈱瀧神巧業
㈾武田商店
㈱竹中工務店東北支店
㈱竹中土木東北支店
㈱竹半
竹半スポーツ
㈱竹半　ミズノ㈱
田沢湖ハイツ
㈱谷藤組
タプロス㈱
㈱タムラ
チーム潟郎
千釜冷菓
中央土建㈱
千代田火災
千代田火災海上保険㈱秋田支店
千代田興業㈱
㈱ツーアンドフォー
通商産業省資源エネルギー庁
㈱鶴田
㈱データコア
鉄建建設㈱東北支店
㈲寺沢電機工業
㈱テラタ
㈳電気学会
土井ファーム
東亜建設工業㈱
東京海上火災保険㈱秋田支店
㈱道光産業
東部ガス㈱
東邦生命保険(相)秋田支店
東邦薬品㈱
東北インテリジェント・コスモス構想推進協議会
㈱東北機械製作所
東北セルラー電話㈱
東北綜合管財㈱

東北通商産業局
東北テレメッセージ秋田
東北電力㈱
東北電力㈱秋田営業所
東北ペプシコーラボトリング㈱
東洋建設㈱秋田営業所
同和クリーンテックス㈱
同和鉱業
㈱トーキン
特殊電装㈱
トステム㈱
戸田建設㈱東北支店
㈱とみや
㈱トヨタレンタリース秋田
中田建設㈱
㈱那波伊四郎商店
成田建設㈱
西松建設㈱東北支店
日興證券㈱秋田支店
日産サティオ秋田
日産プリンス秋田販売
日産レンタリース
ニッタン㈱秋田支店
ニッポ電工㈱
日本火災海上保険㈱秋田支店
㈳日本機械学会
日本機械工業㈱
日本技研㈱
日本航空
日本興亜損害保険㈱
㈶日本サイクリング協会
㈶日本船舶振興会
日本ソーラービークル協会
日本太陽エネルギー学会
日本たばこ産業㈱
日本たばこ産業㈱秋田営業所
日本団体生命保険㈱秋田支店
日本テトラポッド㈱新潟支店
日本電池㈱
㈳日本塗装工業会秋田県支部
㈳日本不動産鑑定協会東北会秋田県部会
日本鋪道㈱
燃料電池実用化推進協議会
能代商工会議所
㈱能代青果地方卸売市場
能代倫理法人会
㈱のてや
野村證券㈱秋田支店
ハイク・ディーシーイー㈱
白銅㈱
㈱八郎潟印刷
八郎湖増殖漁業協同組合
㈱ビジネスショップサイトー
㈱日立情報システムズ
㈱日立製作所東北支社
一日市印刷
平野塗装工業㈱
FactoryZIAS
㈲フジコーポレーション
㈱フジタ
フジフーズ㈱秋田事業所

㈱フナモク
㈱ブリヂストン
古河電池㈱
北都銀行
ポルダー大潟野菜グループ
HONDA
㈱本間組秋田営業所
マイウェイ技研㈱
㈱毎日新聞社秋田支店
毎日新聞社
前田製管㈱秋田営業所
マクソンジャパン㈱
㈱松紀
松澤電気工事㈱
丸水秋田中央水産㈱
㈲三浦清掃
ミサト㈱
みずほ苑
㈱みちのく銀行秋田支店
みちのくコカ・コーラボトリング㈱
㈱みどり光学社
むつみ造園土木㈱
㈲ムラカミ
㈱村山組
名鉄観光サービス㈱
モードスタジオQ
矢崎総業㈱
㈱安川電機
安田火災海上保険㈱秋田支店
山一證券㈱秋田支店
山岡工業㈱
ヤマカグループ
㈱ヤマキ
山崎ダイカスト㈱
㈱ヤマサコーポレーション
ヤマト運輸㈱秋田五城目営業所
Yamani
山本郡南部森林組合
やわらか玄米ごはん小林大蔵
㈱ユアサコーポレーション
㈱ユアテック八郎潟営業所
ユニーク・モビリティ・インク
ユネスコ
㈱読売新聞社秋田支局
陸上自衛隊第21普通科連隊（秋田）
菱明三菱電機機器販売㈱
りんかい建設㈱新潟支店
㈱ルーラル大潟
RAZARTE
㈱レンタルのニッケン
ワイズ㈱
若鈴コンサルタンツ㈱東北支店
若築建設㈱北陸支店
㈱渡敬秋田支店

※法人形態を省いた五十音順です
※支援時での会社名で表記しています
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　昭和から平成に移り２年が経過していただろうか。当時、秋田宇宙航空産業構想委
員会（大潟村も参加）がご縁で山本久博氏から「ソーラーカーラリーを大潟村で開催
して頂けないか？」との打診がありました。早速、当時の宮田大潟村長より、可能性
を探る為の調査、そして開催事務局責任者の命を受け、以来大会開催20回を数えま
した。
　1993年第１回大会は村民挙げてのボランティアで、メインコースが村道35㎞、第
２回大会は専用コース「大潟村ソーラースポーツライン」で衛星放送の実況中継が入
り華々しいスタートでした。
　1999年から全日本学生ソーラーカーチャンピオンシップが参加、「文部大臣賞」が
加わり順調に見えた本大会も、厳しい経済不況の嵐が吹き荒れ役場内で「ソーラー課」
とした事務局も完全な自立を迫られ、2003年からは支援ボランティア中心の団体「ク
リーン・エナジー・アライアンス」が事務局となりました。従って一時は開催を危ぶ
まれた時もありましたが、この大会を愛し、手弁当で駆けつけ支援して頂いた多くの
ボランティアの皆さん、またチームから大会スタッフとして安全管理に努め支え続け
て頂いた皆様無くして、この大会継続は有り得ませんでした。
　厳しい大会事情を承知し継続して支援賜りました大潟村をはじめ数社の支援企業そ
して多くの皆様のご支援で事務局を継続させて頂きましたことに対し厚く感謝申しあ
げます。この度も20回を開催するに当たり、大潟村が記念式典及び祝賀会を開催し
て下さいました。祝賀会では日本の省エネ技術を背負った立場の方々から再会を喜ぶ
お言葉に接し、継続の意義を改めて認識致しました。
　この記念誌発行にあたっては各方面から要望はあったものの、編纂する予算も能力
も無く、従って、事務局サイドで可能な特別協賛（ご寄付）を充当させて頂き、最低
予算範囲内の印刷費で（八郎潟印刷のご厚意）、編集等には大潟村役場及び三浦鏡美
さん、吉田日出夫さん、大潟村写真クラブ等多数の皆さんのご協力を賜りました。
　拙い小冊子ではありますが、ここに20回に亘る大会の経緯と、支援賜りました皆
様に大潟村での思い出を懐かしく受け止めてご笑納頂ければ幸いと存じます。

平成25年１月

編　集　後　記

大会開催事務局　特定非営利活動法人
クリーン・エナジー・アライアンス

谷　　　惇
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